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ほ っ かいどうたくし ょ く てつどう

l 事業者の概嬰

名称 北海道拓殖鉄道株式会社， 木社

資本金 3，000 万 ，

円 ， お もな事業

地方鉄道業のほ

か一般旅客乗合

自動車運送事業

路線 145 km. 

鉄道従業員約人，

保有車両 蒸気

H量関車 3，内燃動車 2， 答率 2，貨車 58 雨。

沿革 大正 1 2 ・ 11 *室本線新得駅から士幌線上士幌駅に至る

鉄道敷設免許を受け， 悶 14 . 4 会社を設立， 昭和 3 ・ 1 2 から営業

開始した ， 1昭和 28 ・ 8 東瓜幕 ・ 上士幌問を営業廃止し現在に至る。

2 地方鉄道線

根室本線新得駅に述絡 し， 新得から東瓜幕に至る延長 35.4 km

の単線，動力は蒸気お よび内燃， 軌聞は 1.067 m で旅客，貨物

巡輸の鉄道で， 大正 12 ・ 11 ・ 22 免許を受け， 昭和 3 ・ 12 ・ 15 新得 ・

鹿追間 21km を五l!輪開始 し， 同 4 ・ 11 ・ 26*瓜幕まで延長開業し

た。

3 

北海道拓殖鉄道

z与;t 

然別湖(瓜幕駅)。

Fτとと 29 30 

旅客綿送人員(千人) 204 184 231 

人 キ ロ(千) 2,709 2,323 2,802 

貨物輸送トン数(千 t) 90 70 85 

トンキ ロ(千) 1,621 1,303 1,327 

旅客収入(千円) 13,596 11,633 13,896 

貨 物収入 ( ，，) 38,314 30,422 32,946 

巡 愉 雑収 ( ，，) 1,179 798 948 

収入合計 (，， ) 53,090 42,853 47,791 

営 業 Y'I. (,,) 50,012 46,254 51,276 

蛍業利益(，，) 3,078 ム 3，401 ム 3， 485

営業係 数 (%) 94 108 107 

沿線の観光地

運輸概況4 

(英 ) demisection board 共電式交換繊

祁i 足台

, , , 
v , , 
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(志村幹雄)

ホ ッノ切注 し ゃ ホ ッパ貨車 ホ ッパ車およひ・石炭車を総称 し

てホッパ貨車と いい，石炭その他ばら物で石炭車， その他ホ ッ

パ車に積載するのを本位とする貨車を L 、う。 従来ホ ッパ形式の

貨車では石炭輸送用の石炭車のみであったが，近時セ メン ト の

ばら積紛送のため，または事業用砂利散布用 としてホ ッパ事が

製作されたので， 昭和128 年車両称号規程の改正と同時に新し く

設け られたものである。(亀回米吉)

ホ γ パ し ゃ ホ ッパ車 (英) hopper car 貨車の台わ く に車11

顔型の容器を取付け， ばら荷を収容して輸送する貨車。 輸送コ

ス ト 引下け'のためます ます増加lの傾向にあるが， 昭和 30 ・ 3 現

在弘有のもの 56 車。 積書高はつぎの 3 Mがあ る。

l セメ ソ ト ホ ッパIド ・

セメン ト をばら獄みにして輸送する貨111で，セメント槽(そ

う)は絡閉された絡になっていて， 上部にセ メン ト 注入 口が左

右 4 箇所あり ， 弘、|羽式のふたが取付けてある。底部は 2 つのじ

ようこ・形に分れた形になっていて，底に 2 つの吐出口 がある。

底板は側 ・ 妻 ι も 'U:出 口 に向 っ ている。 吐出口はすべ り 弁式で，

この部分もまた十分気街が保たれている。ホッパ内のセメ ン ト

一一一 1 6 4 0一一一




